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集
政

阿南市中小企業振興基本条例

▼　社会が一体となって中小企業を応援　 ▲

中小企業振興基本条例を制定
中小企業振興基本条例は、地方自治体が地域の雇用や経済を支える中小企業の振興を行政運営の柱と
し、地域活性化に取り組むことを明確化するために制定するものです。本市では中小企業の振興に関
する基本理念や市の施策の基本方針を定めるとともに、市の責務、中小企業事業者等の努力、大企業
者等の役割等を明らかにするため、中小企業振興基本条例策定委員会の審議や素案のパブリックコメ
ントなどを経て「阿南市中小企業振興基本条例」を制定し、10月１日より施行しました。社会が一
体となって中小企業を応援する本条例の概要を紹介します。

問い合わせは　商工観光労政課（☎22－3290）または
　　　　　　　企業振興課（☎22－3401）へ　　　　

なぜ条例制定が必要なのか？1
阿南市には約3,400の事業所があり、そこで約37,000人の方が働いています。その事業所の大部分が中小企
業であり、従業者においても大部分が中小企業の従業者となっています。
市内企業の大多数を占める中小企業は、本市の経済と雇用を支えるとともに、消費の循環、まちの活性化な
ど、重要な役割を担っていて、中小企業の振興は市民生活に関わる重要な課題です。
しかしながら、外国からの輸入製品による攻勢や企業間競争の激化に加え、少子高齢化や人口減少による市場
規模の縮小に伴う経済活力の低下、事業主の高齢化や後継者難、就業者の不足などさまざまな問題により、今
日の中小企業を取り巻くビジネス環境は厳しさを増してきています。
こうした中、若者世代の定住を図り、市民が市の将来に希望を持ち、持続的な発展を図っていくためには、中
小企業者の自主努力のみでなく、市、中小企業事業者、商工団体および市民等が共通認識を持ち、協働して中
小企業の振興に関する取組を推進していくことが必要です。

業　　　　種 中　小　企　業　者 小規模企業者
資本金・出資総額 常時雇用する従業員 常時雇用する従業員

製造業、建設業、運輸業その他の業種 ３億円以下 300人以下 20人以下
卸売業 １億円以下 100人以下 5人以下
サービス業 5,000万円以下 100人以下 5人以下
小売業 5,000万円以下 50人以下 5人以下

※中小企業者とは……下表の資本金・従業員数のいずれかの基準を満たす事業者（中小企業基本法第２条第１項および第５項）

※資料：中小企業庁「中小企業白書 2017」

事業所数 従業者数（徳島県）

参考

中小企業
99・9％

（内小規模企業）
（88.4％）

中小企業
88.6％

（内小規模企業者）
（39.3％）

大企業
11.4％
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「阿南市中小企業振興基本条例」の全体像3
市、中小企業事業者、商工団体の役割を明らかにし、地域経済の循環を高め、地域の持続的な発展と市民生活の向
上を図ることを目的とします。

「阿南市中小企業振興基本条例」が制定されたらどうなるのか？4
中小企業振興の目的や基本方針、基本的施策が明確になることで、まちづくりの計画や施策等に反映し、中小企
業事業者に対してこれまで以上に効果的な支援を行います。
また、市、中小企業事業者、商工団体、大企業者、金融機関、阿南高専、市民の役割を明確にすることで、社会
が一体となって中小企業振興施策を総合的に推進することで、地域経済の持続的な発展と市民生活の向上に取り
組むことができます。

☆　阿南市中小企業振興基本条例は、市ホームページに掲載中です。

「阿南市中小企業振興基本条例」の基本的な考え方2
中小企業を取り巻く厳しい環境の中、行政、事業所、経済団体、市民それぞれが地域資源を活用し、考え、工
夫し、努力して、中小企業事業者を基礎に地域経済の振興を図るものです。

・地域経済の振興や地域貢献
・基本的施策への協力

大企業（協力）

・中小企業振興への理解、協力
・消費者としての協力

市民（協力）

・中小企業事業者の経営改善
や向上への支援

・基本的施策への協力

商工団体（役割）

・中小企業振興に関する施策の実施
（基本的施策）

・人材育成のための関係機関との連携
・就職促進

阿南市（責務）

・産学公、地域連携を図る
・中小企業事業者の事業活動

に協力

阿南高専（協力）

・資金の融資や経営相談
・基本的施策への協力

金融機関（協力）

地域経済の循環により、まちが活性化します。
地域経済の持続的な発展により、市民生活・サービスの向上につながります。

まちの発展

企業の売上増加や雇用の拡大
中小企業の成長・発展

・経営の革新や経営基盤
の強化への自主的努力

・雇用の維持、創出、人
材育成に努める

・地域社会との調和
・基本的施策への協力

中小企業事業者（努力）

各主体の責務、努力、役割、協力等

3　広報あ な ん 2017.11



Q1

８
月
に
市
外
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
市
議

会
議
員
選
挙
は
投
票
で
き
る
の
？

A1

市
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
は
、
投
票
す
る
時
に
本
市

の
住
所
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

Q1

今
年
の
夏
ご
ろ
に
阿
南
市
に
転
入
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
は
投
票
で
き
る
の
？

A2

今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
選
挙
人
名
簿
の
住

所
要
件
に
お
け
る
登
録
基
準
日
は
11
月
４
日
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
３
カ
月
前
（
８
月
４
日
）
ま
で
に

阿
南
市
に
転
入
届
を
出
し
て
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
れ
ば
投
票
が
で
き
ま
す
。

Q1

代
理
投
票
を
行
う
場
合
は
投
票
所
内
に
家
族
が
同
伴

し
て
、
投
票
用
紙
に
代
筆
し
て
も
い
い
の
？

A3

投
票
所
内
に
出
入
り
で
き
る
者
は
選
挙
人
と
そ
の
同

伴
す
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
な
っ
て
お
り
、
た
と

え
家
族
の
方
で
も
代
筆
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
代
筆

の
必
要
な
方
は
投
票
所
の
係
員
が
行
い
ま
す
の
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

Q1

投
票
日
に
旅
行
に
行
く
予
定
で
投
票
に
行
け
な
い
場

合
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

A4

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
等
の
事
由
で

投
票
に
行
け
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
制
度
が
あ

り
ま
す
。
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
告
示
日
の
翌

日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
投
票
の
方
法
で
、
投

票
日
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
受
付
で
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。（
当
日
投
票
に

行
け
な
い
事
由
等
を
記
入
。
印
鑑
不
要
。）

阿南市議会議員一般選挙が行われます
■ 投票日時

（ただし、大井・大田井・阿瀬比・新野西・福井上分・蒲生田・後・椿泊は19:00まで）

11月12日㈰〈伊島投票所は11日㈯〉

７:00～20:00

■ 期日前投票 日時　11月６日㈪～11日㈯
（ただし、伊島投票区の方は10日㈮まで）

８:30～20:00
場所　阿南市役所１階　多目的スペース

※休日および平日の18:00から20:00までは１階正面玄関を、地下駐車場からは低層部エレベーターをご利用ください。

選
挙
Ｑ

Ａ
＆

期日前投票所を次の場所に
変更します！

期日前投票所
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Q1

不
在
者
投
票
用
紙
は
ど
う
や
っ
て
請
求
す
る
の
？

A5

本
市
で
は
不
在
者
投
票
用
紙
を
請
求
す
る
際
に
は

「
投
票
用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
市
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
様
式
は
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
記
入

に
つ
い
て
は
、
選
挙
人
本
人
が
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

Q1

病
院
、
老
健
施
設
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
け
ど

投
票
で
き
る
の
？

A6

病
院
や
施
設
に
よ
っ
て
は
、
院
長
・
施
設
長
管
理
の

も
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
病
院
・
施

設
の
方
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

Q1

投
票
は
満
18
歳
か
ら
で
き
る
と
聞
き
ま
し
た
。
い
つ

ま
で
に
誕
生
日
を
迎
え
て
い
れ
ば
、
投
票
で
き
る

の
？

A7

満
18
歳
か
ど
う
か
の
算
定
は
、
投
票
日
時
点
に
お
い

て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
投
票
日
の
翌
日
が
満

18
歳
の
誕
生
日
で
あ
る
人
ま
で
選
挙
権
を
有
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
期
日
前
投
票
所
に
行
っ
た
際
に
そ
の
時
点
で

満
18
歳
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
で
は
な

く
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
不
在
者

投
票
で
は
、
投
票
し
た
人
が
満
18
歳
に
な
り
、
選
挙
権
を

有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
投
票
日
に
正
式
に
受
理
さ
れ
て
、

１
票
と
な
り
ま
す
。

選挙に行こう！阿南市の未来のために

阿南市議会議員一般選挙が行われます

■ 選挙年齢の引き下げ（18歳選挙権）
将来を担う若い世代の声をこれまで以上に政治に取り入れるために、昨年７月の参議院議員通常選挙か
ら、選挙権年齢が18歳以上に引き下げられました。

■ 学生の選挙権について
大学や専門学校に進学した場合に住民票は阿南市に置いたままで、生活の本拠が他の市町村のアパート
や寮にあるといった場合は、投票できません。これは「学生の住所は、その下宿等の所在地にある」と
いう最高裁判所の判例があるためです。住民基本台帳法においても、他の市町村に転出した場合は転出
届をするように定めていますので、転出届は必ず行っていただきますようお願いします。

■ 選挙公報の発行
これまでの市政選挙では、候補者に関する情報がポスター掲示場におけるポスター等に限られていまし
たが、今回の阿南市議会議員一般選挙より選挙公報が発行されます。市政選挙に対するより多くの情報
提供が求められている中で、選挙公報の発行は有権者の判断に資するとともに選挙啓発にもつながるこ
とが期待されます。選挙公報は候補者の氏名、経歴、政見等が掲載され、投票日の２日前（伊島投票区
は前日）までに各家庭に新聞折込等により配布されます。

問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
７
９
１
）
ヘ

■ 期日前投票での投票所入場券について
投票所入場券は、告示の日（11 月５日）以後に発送するため、期日前投票開始後すぐには届いていな
い場合がありますが、入場券を持っていなくても選挙人名簿に登録されていれば投票できますので、受
付で申し出てください。（受付において、宣誓書の記入をしていただきます）
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お
く
り
も
の

吉
井
小
学
校
へ

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
３
台
、
画
像
送

信
機
２
台　

桑
野
町　

山
田
百
代
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
情
報
伝

達
訓
練
（
全
国
一
斉
）
が
、
次
の

日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の

訓
練
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル

に
よ
る
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
。

ご
家
庭
等
に
お
い
て
、
災
害
が
起

こ
っ
た
時
の
行
動
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

緊
急
地
震
速
報

11
月
1
日
㈬　

午
前
10
時
頃

国
民
保
護
情
報

11
月
14
日
㈫　

午
前
11
時
頃

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

危
機
管
理
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

平
成
30
年「
阿
南
市
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す

日
時　

平
成
30
年
1
月
7
日
㈰　

午
後
１
時
〜
（
受
付
：
午
後
零
時

30
分
〜
）

※
式
終
了
後
、
記
念
撮
影
を
行
い

ま
す
。

場
所　
市
民
会
館

該
当
者　
平
成
９
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
①
阿
南
市
に
住
所

を
有
す
る
方
、
②
阿
南
市
出
身
で

出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

ご
案
内　
①
の
方
に
は
案
内
状
を

郵
送
し
ま
す
。
②
の
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
11
月
24
日
㈮
ま
で
に

出
身
地
区
の
公
民
館
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
高
校
生
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
！

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－
３
３
９
１
）
へ

阿
南
市
武
道
館

使
用
休
止
の
お
知
ら
せ

　

11
月
下
旬
か
ら
、
武
道
館
の
天

井
改
修
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
休

止
期
間
は
平
成
30
年
3
月（
予
定
）

ま
で
で
す
。
使
用
さ
れ
る
方
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
☎
22

－

３
３
９
４
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

明
日
に
備
え
て 

～

　

去
る
５
月
に
新
庁
舎
が
完
成
し
、
市
民
の
期
待
を

背
負
っ
て
来
年
の
市
制
施
行
60
周
年
に
向
か
い
、
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
日

の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
期
日
前
投
票
に
お
い
て
は
、

庁
舎
駐
車
場
の
関
係
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
が
、
現
在
、
旧
阿
南
保
健
所
跡
地
に
「
市
民
あ

お
ぞ
ら
駐
車
場
」
を
整
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

し
ば
ら
く
の
ご
辛
抱
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
般
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
、
熊
本
県
宇

土
市
で
は
、
庁
舎
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
た
め

被
災
者
の
罹り

災さ
い

証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
全
国
の
自
治
体
で
災
害

に
備
え
、
老
朽
化
し
た
庁
舎
を
建
て
替
え
る
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
阿
南
市
で
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
影
響
を
考
慮
し
、
１
日
も
早
い
防
災
拠
点
（
市

民
の
命
を
守
る
と
り
で
）
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
25
年
に
着
手
し
、
４
年
間
の
工
期
で

防
災
に
対
応
し
た
新
庁
舎
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
地
震
対
策
と
し
て
震
度
７
ク
ラ

ス
の
揺
れ
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
免
震
装
置
34
基
を

配
置
す
る
な
ど
免
震
構
造
を
採
用
。
ま
た
地
盤
改
良

砂
杭
を
１
５
０
０
本
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

庁
舎
規
模
は
本
市
の
人
口
規
模
や
職
員
数
を
基
に
、

国
の
基
準
を
参
考
と
し
て
算
定
し
ま
し
た
。
延
べ
床

面
積
は
約
２
万
７
０
０
㎡
で
、
市
民
が
集
い
親
し
め

る
「
阿
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
災
害
時
に
は
一
次
避

難
場
所
と
し
て
安
全
で
安
心
で
き
る
よ
う
に
設
計
し

ま
し
た
。
建
設
費
は
、
先
例
市
の
平
均
価
格
と
な
る

１
㎡
当
た
り
36
万
７
０
０
０
円
を
建
設
単
価
と
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
本
市
よ
り
後
、
す
な

わ
ち
消
費
税
増
税
後
の
平
成
26
年
度
以
降
に
お
け
る

他
市
町
村
の
庁
舎
建
設
事
例
で
は
、
１
㎡
当
た
り
45

万
円
を
超
え
て
お
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
そ

の
建
設
費
は
さ
ら
に
高
騰
し
て
い
る
状
況
で
す
。
タ

イ
ミ
ン
グ
的
に
、
よ
り
安
価
な
建
設
費
で
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
極
め
て
幸
運
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
般
、
高
知
県
土
佐
市
で
第
１
４
３
回
四
国
市
長

会
議
（
38
市
参
加
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
市
と

も
庁
舎
、
公
民
館
、
集
会
所
等
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、

高
度
経
済
成
長
時
代
に
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
寿
命
が
50
年
と
い
わ
れ
る
中
、
す
べ
て

の
自
治
体
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
社
会
資
本
が
更
新
期

に
入
り
、
い
か
に
災
害
に
対
応
で
き
る
新
し
い
施
設

を
更
新
し
て
い
く
か
頭
を
抱
え
て
い
ま
す
。
阿
南
市

は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
複
合
施
設
、

一
つ
の
建
物
で
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
た
せ
る
と
い

う
観
点
か
ら
合
理
的
な
将
来
計
画
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
を
お
寄
せ
い

た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。

被災した宇土市役所庁舎
（写真提供：宇土市）
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自
営
業
を
営
ん
で
お

り
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
ま
す
。
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
納
付

忘
れ
の
月
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
、
納
め
よ
う
と
思
い
ま
す
。

年
内
に
納
め
れ
ば
今
年
分
の
控

除
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料

は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
控
除
証
明
書
の
内
容
は
、
本

年
１
月
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

の
額
と
年
内
に
納
付
が
見
込
ま

れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

こ
の
控
除
証
明
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
保
険
料
以
外
に
年
内
に

納
め
て
い
る
保
険
料
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
領
収
書
を
添
付
す

れ
ば
合
わ
せ
て
税
金
の
控
除
対

象
に
な
り
ま
す
の
で
、
控
除
証

明
書
と
領
収
書
は
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

伊島ささゆり保全の会では、ささゆりの生育場
所「光が届く明るい林や草原」を取り戻すため
の「間伐・草刈り」を実施します。
対象　18歳以上の健康な人
日時　①11月５日㈰　②11月19日㈰　
　　　8:15～15:20
集合場所　答島連絡船乗り場
定員　各日ともに15人程度
持参物　軍手、長靴、タオル、飲み物、雨具、

保険・昼食代（1,000円）、
船代（往路：1,020円）
※復路は会が負担します。　

服装　長袖、長ズボン、帽子
申込方法　氏名、住所、電話番号（保険加入お
よび中止連絡のため）、参加希望日を記入のう
え、下記のメールでお申し込みください。
e-mail:sasayuri181@gmail.com

問い合わせは　環境保全課（☎22ー3413）へ

●第42回阿南駅伝大会　　　
日時　12月10日㈰　9:15開会式（10:00スタート）
場所　スポーツ総合センター
部門　▶一般の部（男女混合）▶女子の部（女子のみ）
参加資格　中学生以上の 5人から 10人までのチーム
　　　　　（市外からの出場者歓迎）
コース　スポーツ総合センター周回コース　総距離 14.8km（全５区間）
距離　１人２～４km　　参加料　１チーム 5,000 円
申込期間　11月17日㈮まで
●第46回阿南市クロスカントリー大会
日時　平成30年１月21日㈰　9:00開会式（9:30～順次スタート）
場所　Ｊパワー＆よんでんＷａンダーランド
種目　①小学４年・５年・６年生の部　女子 1.7km　男子 2.2km
　　　②中学生の部　３km（男女別）
　　　③高校一般の部　3km（男女別）
　　　④壮年の部　3km（男女別）
定員　400人（申込順）　　参加資格　小学４年生以上
参加料　中学生以下無料　高校生以上500円
申込期間　11月１日㈬～12月15日㈮
申込み・問い合わせは　スポーツ振興課（☎22−3394）へ

市立保育所・こどもセンターの市内23施設での保育のお仕事です。
はじめて保育の仕事をされる方、来春学校を卒業予定の方、今すぐ
お仕事をしたい方もご相談に応じます。看護師も募集しています。

必要な資格　保育士資格、幼稚園教諭免許、看護師免許または准看護師免許
　　　　　　※平成30年３月末までに取得見込可
賃金　（参考）平成29年度日額8,300円、年２回勤勉手当（６月50,000円、12月150,000円）、社会保険の

加入あり。
登録方法　履歴書（市販のものに自筆、写真貼付）のほかに保育士証または免許状（証）の写しを12月28

日㈭までに人事課へ提出してください。

任用（採用）までの流れ　　履歴書等の提出 → 面接 → 結果通知 → 任用
問い合わせは　人事課（☎22ー1112）へ

平成30年度
保育所保育士（臨時的任用職員）
を募集しています

伊島ささゆり生育地の
草刈り等のボランティア募集

出場チーム・参加者募集
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○市税の納付には口座振替が便利です
口座振替は、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に振り替えて納める制度です。
納め忘れや金融機関等へお出かけになる必要もなくなり、お忙しい方、不在がちな方は、特に便利です。
お申し込みは、次の金融機関窓口へ。

【金融機関】阿波銀行、徳島銀行、高知銀行、四国銀行、阿南信用金庫、四国労働金庫、
　　　　　　阿南農業協同組合、東とくしま農業協同組合の各店舗、
　　　　　　徳島県信用漁業協同組合連合会本所の各店舗、全国の郵便局（ゆうちょ銀行）

※手続きには、最短でも１カ月半程度かかります。
※市税等を口座振替により納付されている方に「口座振替済通知書」をお送りしていましたが、経費削
減および省資源化の観点から、平成29年度より送付を廃止しています。今後はお手元の預貯金通帳
への記帳にてご確認ください。市民の皆さまのご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

○市税の日曜窓口と延長窓口について
仕事の都合などで平日の時間内に金融機関や市役所に行く時間がとれない方の利便性を高めるため、市
税の納付や納税の相談を受け付けています。

【延長窓口】毎月第１・第３水曜日（18:15まで)
　　　　　　11月１日㈬、15日㈬、12月６日㈬、20日㈬

【日曜窓口】毎月最終日曜日（8:30〜17:00）
　　　　　　11月26日㈰、12月24日㈰

※11・12月の日程のみ記載しています。平成30年１月以降も開設していますのでご利用ください。

相談・問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

徳島県と県内全市町村は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、連携して県下一斉に
徴収を強化します。

徳島県・県内全市町村

税の納め忘れはありませんか？
阿南市では納期内納付を推進しています。

県下一斉
県税・市町村税

催告しても納付していただけない滞納者に対しては、
財産の差押などの滞納処分を行います。

月

月

11

12 徴収強化月間
すマ第14－143号
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犯罪被害相談電話等のご案内
犯罪の被害に遭い、悩みや不安を抱えている方のた
めの電話相談や面接相談の窓口があります。被害に
遭われた方だけでなく、ご家族やご友人からのご相
談も受け付けています。一人で悩まず、何でもお気
軽にご相談ください。
場所　（公社）徳島被害者支援センター
　　　（徳島市福島１丁目１番13-101）
▶被害に遭われた方、ご家族のご相談
　（☎088−678−7830）
▶犯罪被害者相談、心のケア
　（☎088−656−8080）
受付時間　月、水～土曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　9:00～16:00
※面接相談を希望の場合は、事前に予約が必要です。

問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

ふるさとづくり基金を活用し自らの手で魅力あるま
ちづくりを進めてみませんか。
助成対象　次の２種類があります。

▼市の活性化および地域の振興につながる営利を目
的としない市民の自発的な活動（地域イベント・
文化活動・スポーツ行事等）を行う団体への助成

▼海外視察研修（本市に２年以上在住し年齢が満
10歳から49歳までの方で、視察研修の体験が地
域づくりの実践につながると考えられる方）

申請方法および交付の決定　
助成を希望される方は、申請書（定住促進課備え付
け）に必要事項を記入のうえ、12月25日㈪までに
提出してください。助成の選考と金額など詳細は基
金運営委員会の審議を経て決定します。

問い合わせは　定住促進課（☎22−7404）へ

阿南警察署だより

役立ててみませんか
「ふるさとづくり基金」

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

144件（1,731）
0人（       2）
16人（   186）

救　　急 件　　数
搬送人員

264件（2,586）
249人（2,495）

火　　災 件　　数
損 害 額

10件（  30）
426千円（19,087千円）

●阿南署管内平成29年９月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

●農用地区域の変更申請（除外・編入）はお早めに
市では、農業振興地域整備計画により指定された「農
用地区域」の平成29年度後期の変更申請を受け付け
ます。申請をされる方は、申請書（農林水産課備え付
け）に必要書類等を添えて提出してください。
受付期間　11月１日㈬～30日㈭

●平成29年度農業次世代人材投資資金事業
　「経営開始型」に係る申請者の追加募集
就農してからの期間が短く経営が不安定な時期の新規
就農者、またはこれから独立就農を予定されている方
に対し、最長５年間資金を交付する事業への申請者を
募集しています。
要件　45歳未満の独立・自営就農する方で、人・農

地プランに位置付けられており、認定新規就農
者であること等の要件を満たす方

申請方法　申請書（農林水産課備え付け）に必要書類
を添えて提出し、承認されることが必要と
なります。

募集期間　11月24日㈮まで

提出・問い合わせは　
農林水産課企画係（☎22−1598）へ

埋立地の造成に伴う徳島東部都市計画臨港地区（徳島
小松島港および橘港）の変更素案を作成しましたので、
次のとおり説明会および公聴会を開催します。

説明会
日時　11月22日㈬　19:00～
場所　ひまわり会館２階　21世紀室

素案の縦覧　
期間　11月16日㈭～30日㈭　※土、日、祝日は除く
場所　県都市計画課またはまちづくり推進課

公聴会
日時　12月11日㈪　14:00～
場所　沖洲マリンターミナル２階　マリンホール
※公述申出書は12月６日㈬までに県都市計画課へ提出

問い合わせは　県都市計画課（☎088−621−2566）
またはまちづくり推進課（☎22−1596）へ

農林水産課からのお知らせ

徳島東部都市計画臨港地区
の変更素案に関する
説明会等の開催について
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●教育長報告
①９月議会　代表・一般質問の主な内容と答弁について
②県・市教育委員会合同学校訪問について
③市中新人体育大会について
④各種行事の予定について

●阿南市立図書館規則の一部を改正する規則について
　（阿南図書館）
●阿南市立図書館障がい者郵送貸出要綱の制定について
　（阿南図書館）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

９月定例会は、９月22日に開催されました。
内容については、次のとおりです。

教育委員会定例会だより

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

○野球観光ツアー　19日㈰　  9:00～
　　　　　　　　　25日㈯　12:00～
　　　　　　　　　26日㈰　  9:00～
○徳島県高校野球（体力技術向上）
　　　　　　　　　25日㈯　  9:00～

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアム

11月の日程

女性の活躍推進に向けて「あなんテレワーク推進セン
ター」では毎月楽しいイベントを開催しています。ぜひ
ご参加ください！
日程
11月10日㈮　フリマアプリの使い方（初級） 
　    15日㈬　フリマアプリの使い方（応用）
　    24日㈮　フリマアプリの使い方（初級）

※10日と同じ内容
　    29日㈬　フリマアプリの使い方（応用）

※15日と同じ内容
時間　10:30～12:00（1時間30分）
対象　市内在住の女性　　定員　各８人程度
場所　牛岐城趾公園管理事務所２階
　　　（富岡町トノ町24番地21）
持参物　スマートフォン、売りたい物１つ　参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで氏名、年齢、
電話番号、希望日、お子さま連れの場合はお子さまの年
齢をご記入のうえ、お申し込みください。
問い合わせは　あなんテレワーク推進センター（テレ
ワークひろば）（☎・FAX24−8009）へ　
※月、水、金曜日10:00～15:00
e-mail:anan@child-rin-tokushima.com

あなんテレワーク推進センター
イベント情報！

手軽にできるロールケーキに挑戦してみましょう。
日時　12月10日㈰　13:00～15:30
場所　勤労青少年ホーム　料理室　　定員　10人
対象　市内に居住または職場を有する35歳までの勤労青

少年（学生を除く）
参加費　500円
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費1,000円（年会
費）が必要

講師　中崎真理さん　　申込締切日　12月４日㈪
申込み・問い合わせは　勤労青少年ホーム（☎42−4572）へ

※受付時間は平日13:00～20:00

阿南のＡＬＴと英語を楽しみましょう。
日時　12月16日㈯　9:30～11:30
場所　富岡公民館２階　ホール
定員　60人
※申込みが定員を超えた場合は抽選により決定します。
申込方法　往復はがきの往信面に①学校名②学年③児童の氏

名（ふりがな）④性別⑤住所⑥引率者の氏名およ
び電話番号、返信面に住所と保護者の宛名を記入
のうえ、教育研究所へ郵送してください。
受講のご案内は、返信用はがきでお知らせします。

申込締切日　12月５日㈫（当日消印有効）
申込み・問い合わせは

〒774-8501　富岡町トノ町12番地３　
教育研究所（☎22−3395）へ

勤労青少年ホーム短期講座
「ケーキ作り」受講者募集

冬の小学生英語教室

光 のまちステーションプラザ

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○描いて楽しい、もらってうれしい絵手紙展
　５日㈰まで
○大地阿南手芸展　7日㈫～19日㈰
○羽尻利門 絵画展　21日㈫～12月３日㈰
■体験コーナー

○自分でできるアロマハンドマッサージ
11日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】10日㈮
【参加費】500円　　【定員】8人　　
【持参物】ハンドタオル

○ＬＥＤグラス体験
　25日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】24日㈮
【参加費】500円　　【定員】20人
【持参物】ビン（コーヒービン）

11月の催し
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平
成
26
年
度
か
ら
本
格
稼
働
し
て
い
る
エ
コ

パ
ー
ク
阿
南
で
は
、
環
境
学
習
に
役
立
て
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
に
併
設
さ
れ
て
い
る
管
理
啓

発
棟
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
、
循
環
型

社
会
の
形
成
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
１
階
に
環
境
学
習
用
パ
ソ
コ
ン
３
台
、環
境
・

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
書
籍
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
に
は
ク

イ
ズ
形
式
の
パ
ソ
コ
ン

３
台
、
ご
み
分
別
ゲ
ー

ム
２
台
、
太
陽
光
・
風

力
発
電
設
備
の
解
説
、

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
室
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
パ
ー
ク

阿
南
西
側
に
は
、
橘
湾

が
望
め
る
芝
生
広
場
や

多
目
的
広
場
が
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

を
目
的
と
し
た
ジ
ョ
ギ

ン
グ
や
四
季
折
々
の
風

を
感
じ
な
が
ら
散
歩
し

て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

も
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
エ
コ

パ
ー
ク
阿
南
へ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

55

195

287

288

35

忠次郎岬

於越岬

小勝島

竜宮崎

●

●

●

トンネル

県
道
小
勝
島
公
園
線

大宮八幡神社
●

●
橘郵便局●

日本電工㈱
徳島工場

橘小学校

阿南第二中学校●

●

四国電力㈱
橘湾発電所

橘廃棄物
最終処分場

電源開発㈱
橘湾火力発電所

★

エコパーク
阿南

N

福
井
川

Waンダーランド

至
　美
波

至
　富
岡

湊
橋

MAP

環境・リサイクル学習コーナー

一般見学

エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
へ
よ
う
こ
そ

エコパーク阿南
（管理啓発棟）
環境啓発センター

住所／橘町小勝１番地 5
☎49－5820・FAX49－5822
開館時間／9:00～17:00
休館日／月曜日および年末年始

518

環
境
が
つ
く
る
可
能
性

く
、
発
信
す
る
こ
と
も
で
き
て
し

ま
う
。
良
く
も
悪
く
も
情
報
過
多
。

正
し
く
活
用
す
る
か
ど
う
か
は
、

自
分
次
第
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
自
分
次
第
で
阿
南
に
い
な
が

ら
世
界
中
の
一
流
の
人
々
と
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
の
バ
ン
ド
コ
ン
テ

ス
ト
の
た
め
東
京
へ
同
行
し
て
、

改
め
て
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
都

会
の
人
々
は
、
も
の
す
ご
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
日
常
生
活
に
費
や
し
て

い
る
。
子
ど
も
も
大
人
も
ヘ
ト
ヘ

ト
に
見
え
る
。
子
ど
も
に
は
、
阿

南
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間

を
使
い
、
創
造

力
豊
か
な
大
人

に
育
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。

　

豊
か
な
自
然

の
中
に
あ
り
な

が
ら
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
が
普

及
し
た
阿
南
市
。
そ
し
て
、
東
京
、

大
阪
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
高
速
バ
ス

の
直
行
便
で
行
け
る
阿
南
市
。
子

ど
も
た
ち
が
興
味
の
あ
る
こ
と
に

気
付
き
、
そ
れ
に
集
中
で
き
る
環

境
を
整
え
て
あ
げ
れ
ば
、
阿
南
か

ら
世
界
に
通
用
す
る
ク
リ
エ
ー
タ

ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

次
は
、
西
路
見
町
の
大
角
秀
樹

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
日
、
長
男
と
次
男
が
組
ん
で

い
る
バ
ン
ド
が
、
学
生
バ
ン
ド
コ

ン
テ
ス
ト
の
全
国
大
会
で
入
賞
し

た
。
私
も
妻
も
長
年
音
楽
活
動
を

し
て
お
り
、
ギ
タ
ー
講
師
を
仕
事

に
し
て
い
る
の
で
、
周
辺
の
方
々

か
ら
は
「
血
筋

や
な
ぁ
」、「
音

楽
講
師
の
息
子

さ
ん
や
も
ん
ね

ぇ
」
と
い
う
声

を
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、
実
際

は
ほ
と
ん
ど
教

え
た
こ
と
が
な

い
し
、
一
緒
に
演
奏
し
た
こ
と
も

な
い
。
た
だ
、
楽
器
と
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
は
、
常
に
生

活
の
中
に
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
ん
な
環
境
の
中
か
ら
興
味

が
あ
る
こ
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
っ
た
の
か
。

　

世
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
。

ク
リ
ッ
ク
一
つ
で
世
界
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
手
に
入
る
。「
音

楽
」
も
「
映
像
」
も
「
デ
ザ
イ
ン
」

も
、
情
報
を
受
け
取
る
だ
け
で
な

日開野町
篠原 好貴さん
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誰
も
が
願
う
「
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
（
元

気
に
動
い
て
、
コ
ロ
ッ
と
い
き
た
い
）」。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
は
難
し
く
「
寝
ん

ね
ん
コ
ロ
リ
」。

　

年
齢
関
係
な
く
「
自
分
ら
し
さ
を
守
る

こ
と
」（
こ
こ
で
の
権
利
擁
護
）。
で
も
…

「
も
し
、
意
識
不
明
に
な
っ
た
ら
、
認
知

症
に
な
っ
た
ら
、
急
に
判
断
が
難
し
く
な

っ
た
ら
、
私
が
守
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
こ

の
子
ど
も
は
…
」
自
分
ら
し
さ
っ
て
守
っ

て
く
れ
る
の
?

　

大
丈
夫
で
す
!
備
え
る
こ
と
で
、「
自

分
ら
し
い
生
き
方
・
暮
ら
し
方
」
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

備
え
と
し
て
、
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

徳
島
県
社
会
福
祉
士
会

北
條 

誠
一
さ
ん

（
阿
南
市
在
住
）

け
が
を
し
た
と
き
、
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、

口
か
ら
食
事
が
と
れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
延
命

の
選
択
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
ま
ず
何
を
ど

う
し
て
ほ
し
い
か
伝
え
る
方
法
と
し
て
、

①　

日
頃
か
ら
家
族
に
話
し
て
お
く
方
法
→
家

族
と
相
談
（
普
段
の
語
り
の
中
で
、
共
有
さ
れ

る
人
生
の
生
き
ざ
ま
や
嗜し

好こ
う

、
志
向
、
思
考
が

伝
え
ら
れ
ま
す
）

②　

遺
言
と
し
て
残
す
方
法
→
第
三
者
専
門
職

と
相
談
（
限
定
し
た
事
柄
で
す
が
、
公
的
機
関

な
ど
を
利
用
し
て
法
的
に
守
ら
れ
ま
す
）

③　

私
の
生
き
方
ノ
ー
ト
（
全
社
協
版
）
や
心

積
も
り
ノ
ー
ト
、
こ
の
子
の
特
性
共
有
シ
ー
ト

を
作
成
す
る
方
法
→
気
が
付
い
た
と
き
に
書
き

た
め
、
心
変
わ
り
す
れ
ば
書
き
か
え
る
。
コ
ツ

が
分
か
れ
ば
自
分
で
作
成
で
き
ま
す
が
、
支
援

し
て
も
ら
う
と
も
っ
と
簡
単
で
す
。
ノ
ー
ト
等

を
冷
蔵
庫
内
で
保
管
し
、
地
域
で
の
支
援
が
必

要
と
な
っ
た
時
に
救
急
隊
員
や
民
生
委
員
な
ど

で
共
有
で
き
る
仕
組
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

②
と
③
作
成
時
の
相
談
窓
口
の
一
つ
と
し
て
、

「
と
く
し
ま
高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
愛
称
：
と
く
し
ま
絆
ネ
ッ
ト
）」

が
あ
り
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、

①　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉
士

（
私
も
い
ま
す
）
の
専
門
職
団
体
に
属
し

た
三
士
が
一
堂
に
会
し
て
無
料
相
談
を
行

う
場
で
、「
高
齢
者
障
が
い
者
な
ん
で
も

無
料
相
談
会
」
を
偶
数
月
の
第
2
土
曜
日

の
午
後
に
開
催
し
て
い
ま
す
（
徳
島
市
内

で
の
開
催
が
多
い
で
す
が
、
西
部
や
南
部

で
も
開
催
）。
虐
待
や
詐
欺
、
金
銭
問
題

な
ど
相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
や
法
的
な
手
続
き
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
へ
と
引
き
継
げ
ま
す
。

②　

専
門
職
に
よ
る
意
思
決
定
支
援
（
現

状
で
で
き
う
る
方
法
や
個
性
の
あ
る
表
現

を
第
三
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
な

ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
伝
え
る
難
し
さ

か
ら
自
分
ら
し
さ
を
認
め
て
も
ら
え
な
い

な
ど
の
状
態
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
現
場

で
支
援
し
て
い
る
福
祉
の
専
門
職
が
関
わ

る
こ
と
に
よ
り
、「
達
成
：（
希
望
を
持
つ

こ
と
や
社
会
的
役
割
の
取
得
、
意
味
の
あ

る
人
生
の
達
成
、
他
者
と
の
つ
な
が
り
の

取
得
な
ど
を
含
む
幅
広
い
考
え
方
）」
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
自
分
に
な
る
た
め
の
「
あ
し

あ
と
」
と
、
そ
の
自
分
に
な
っ
た
「
後
の

す
が
た
」
を
一
緒
に
た
ど
り
ま
す
。
介
護

ス
ト
レ
ス
や
長
年
の
人
間
関
係
、
認
知
症

や
障
が
い
特
性
の
理
解
不
足
、
経
済
的
問

題
、
病
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
要
因
や

世
代
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
生
す

る
た
め
、
契
約
に
基
づ
く
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
解
決
が

難
し
い
場
合
も
あ
り
、
医
療
、
介
護
、
保

険
、
就
労
、
就
学
な
ど
世
代
や
制
度
の
垣

根
を
超
え
た
解
決
に
向
け
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

③　

社
会
的
な
啓
発
と
し
て
、
定
期
的
に

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
き
、

県
内
外
に
お
け
る
権
利
擁
護
事
業
の
状
況

報
告
や
先
進
地
域
の
取
組
な
ど
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
、

介
護
保
険
事
業
所
と
障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
所
に
向
け
た
権
利
擁
護
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
報
告
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
は
、
生
ま
れ
る
前
か
ら
亡
く
な

っ
た
後
の
関
わ
り
を
は
じ
め
、
難
病
や
障

が
い
特
性
の
方
、
交
通
事
故
に
よ
る
脳
外

傷
発
症
後
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
で
は
、
地

域
で
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
の
相
談
、
学
校

と
家
庭
と
を
つ
な
ぐ
活
動
、
障
が
い
や
高

齢
の
方
の
在
宅
お
よ
び
施
設
に
お
け
る
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
思
決
定
の
場

面
で
関
わ
り
を
持
た
せ
て
も
ら
い
、
多
く

の
方
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
や
後
進
の
方
に
支
え
ら
れ
微
力

で
す
が
、「
自
分
ら
し
さ
」
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
専
門
用
語
を
控
え
た
表
現
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
で
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
」

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒇

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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■貸借対照表（税抜）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固 定 資 産 142億4,140万円 固 定 負 債 70億6,858万円
（有形固定資産） 142億4,094万円 企 業 債 70億6,858万円

土 地 3億5,072万円 流 動 負 債 6億7,691万円

建 物 4億7,628万円 企 業 債 5億2,842万円

構 築 物 128億3,837万円 営 業 未 払 金 7,688万円

機 械 及 び 装 置 4億5,569万円 営 業 外 未 払 金 2,650万円

車 両 及 び 運 搬 具 544万円 そ の 他 未 払 金 1,524万円

工具器具及び備品 2,842万円 前 受 金 706万円

建 設 仮 勘 定 8,602万円 賞 与 引 当 金 等 756万円

（無形固定資産） 46万円 その他流動負債 1,525万円

電 話 施 設 利 用 権 35万円 繰 延 収 益 32億3, 268万円
ソフトウェア使用権 11万円 長 期 前 受 金 32億3, 268万円

流 動 資 産 13億2,341万円 資 本 金 28億2, 585万円

現 金 預 金 10億5,273万円 資 本 金 28億2, 585万円

営 業 未 収 金 2億2,840万円 剰 余 金 17億6,079万円

営 業 外 未 収 金 5万円 資 本 剰 余 金 6億4,504万円

そ の 他 未 収 金 1,603万円 利 益 剰 余 金 11億1,575万円

貸 倒 引 当 金 △950万円 負 債・ 資 本 合 計 155億6,481万円
貯 蔵 品 3,570万円

前 払 金 0万円
資 産 合 計 155億6,481万円

■収益と費用
（税抜）

■業務概況
給 水 戸 数 29,245（戸）

給 水 人 口 70,235（人）

年 間 有 収 水 量 9,357,835（㎥）

一 日 平 均 有 収 水 量         25,638（㎥）

一 般 用 有 収 水 量   8,024,893（㎥）

業 務 用 有 収 水 量   1,294,374（㎥）

湯 屋 用 有 収 水 量         17,874（㎥）

そ の 他 有 収 水 量         20,694（㎥）

収益費用

給水収益
11億5,653万円

その他　1,731万円
支払利息

1億8,656万円

減価償却費
５億4,616万円

受託工事収益
　7,833万円
加入金収益
　2,434万円

その他　1億6,578万円純利益　1億2,113万円

総係費
1億6,037万円

原水及び浄水費　1億8,022万円
配水及び給水費　1億3,415万円
受託工事費　7,908万円

費用
13億385

万円

収益
14億2,498

 万円

た
め
、
引
き
続
き
徴
収
強
化
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、「
水

道
拡
張
時
代
」
に
お
い
て
建
設
改
良

費
の
財
源
の
多
く
を
企
業
債
に
依
存

し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
企
業
債
残
高

は
類
似
団
体
の
2
倍
を
超
え
る
数

値
を
示
し
て
い
て
、
将
来
に
大
き
な

負
債
を
抱
え
て
い
る
状
況
で
す
。
ま

た
、
管
路
の
経
年
化
率
は
類
似
団
体

よ
り
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
財
源
不
足
に
よ
り
老
朽
管
の
布

設
替
工
事
が
追
い
付
い
て
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
料
金
改

定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
経
営
基
盤

の
強
化
・
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
新
料
金
で
の
財
政

状
況
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、「
安

全
」で「
安
心
」で
き
る
水
道
水
を「
安

定
的
に
」
届
け
ら
れ
る
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

水
道
課
（
☎
22
ー

０
５
８
７
）
へ

水
道
事
業
の
公
表
に
あ
た
っ
て

平成28年度

水道事業
業務の概況

　

地
方
公
営
企
業
法
第
40
条
の
2
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

平
成
28
年
度
阿
南
市
水
道
事
業
経
営
の
業
務
概
況
に
つ

い
て
公
表
し
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
1
日　

阿
南
市
長　

岩
浅　

嘉
仁

　

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
水
道

事
業
の
使
命
で
あ
る
安
定
給
水
等

を
基
本
目
標
と
し
、
市
内
の
老
朽

配
水
管
の
布
設
替
工
事
を
順
次
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

建
設
改
良
事
業
で
阿
南
市
内
の
水

道
施
設
耐
震
化
や
老
朽
管
路
の
布

設
替
工
事
等
を
順
次
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
業
務
面
で
は
、
こ
れ
ま
で

水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
や
公
営
企
業

会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
効

率
化
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
24
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
民

間
委
託
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
費

用
対
効
果
を
生
ん
で
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
平
成

28
年
度
現
年
の
水
道
料

金
の
収
納
率
は
99
・

38
％
で
過
去
最
高
の

収
納
率
を
上
げ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、

水
道
使
用
者
の
公

平
性
を
確
保
す
る
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市内の高校生に将来の可能性を広げてもらおうと、大阪大学大
学院工学研究科の教員等による出前講座が９月30日に市役所
市民交流ロビーで開催され、95人が参加しました。教員によ
る専門的な授業や社会で活躍する卒業生の講話が行われまし
た。住友優希さん（富岡東高校２年）は、「まちづくりに関心
があり、将来学ぶためにも日頃から阿南市の良いところに目を
向けながら生活したいです」と話していました。この講座は本
市と同大学との連携事業の一環として実施され、10年目とな
る本年度は人材育成に主眼を置いた取組を展開しています。

阪大大学院が出前授業
「ちょっと先の未来を考える講座」を実施

第40回全日本おかあさんコーラス全国大会（全日本合唱連盟、朝日新聞社主催）が８月26日、27日に岡山シン
フォニーホール（岡山市）で開催され、初出場の「レディースアンサンブルひまわり」が「おかあさんコーラス
賞」と「選考委員奨励賞」を受賞しました。平成９年から阿南市を中心に活動する同合唱団は、大会選考委員の
木下牧子さんが作曲した２曲を指揮者なしのアカペラで披露。繊細で温かいハーモニーが評価されました。同合
唱団代表の久米田美和子さんは、「木下先生からの奨励賞をいただき、私たちの合唱を作曲者ご本人が認めてく
ださったように感じて幸せでした」と喜びをかみしめていました。

（写真提供：大阪フォトサービス 加藤 保）

レディースアンサンブルひまわり　コーラス全国大会で受賞

阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

駅構内でのテロ発生を想定した対
応訓練が９月14日にJR阿南駅で
行われ、駅員など約30人が参加
しました（徳島県警、JR四国主
催）。訓練は、駅構内に停車中の
列車に不審者が化学薬品の入った
ペットボトルを持ち込んだという
想定で行われました。不審者の対
応にあたった駅員は、乗客を車外
に誘導し、阿南署に連絡。駆けつ
けた署員が不審者を取り押さえま
した。また、県警機動隊ＮＢＣテ
ロ対策班３人がペットボトルの回
収処理を行いました。駅長の矢野

緊急事態に備えて
阿南駅でテロ対応訓練

秀樹さん（54歳）は、「関係機関と連携してテロを起こさせないようにしたいです」と話していました。
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弥生時代末から古墳時代初頭の辰砂採掘遺
跡として全国で唯一確認されている若杉山
遺跡（水井町）で、発掘調査が進んでいま
す。８月21日から９月15日まで行われた
一次調査では、遺跡内にある採掘坑口と少
し離れた平場の２カ所を深さ５～55セン
チメートル掘り起こし調査を実施。調査地
からは、石きね７点、石うす１点、辰砂原
石10点以上を発見しました。今回の一次
調査の結果を受け、二次調査が12月から
行われます。若杉山遺跡の全容を明らかに
し、平成31年の国史跡指定をめざします。

国史跡指定をめざして
若杉山遺跡で発掘調査が進む

新野町の食品加工会社「メグミフ
ーズ」が、炊き込みご飯を缶詰に
した「防災缶詰」を開発しました。
缶詰はタケノコ、栗、梅干しの３
種類で、米やタケノコなど地場食
材を使い、災害時にすぐに食べら
れるように缶切りを使わずに開け
られるプルトップになっています。
防災缶詰は、岩浅市長が災害時に
すぐに食べられておいしい非常食
ができないかと同社に提案したも
の。

地場食材で非常食
「防災缶詰」を開発

自殺予防のために、共に考え取り
組んでいこうと「自殺予防フォー
ラム2017」が、９月15日に阿南
保健所で開催され、約90人が参
加しました（阿南保健所、保健セ
ンター主催）。講師の慶応義塾大
学大学院講師の岡　檀

まゆみ

さんは、日
本で最も自殺率が低い町である旧
海部町を実地調査した結果、生き
心地の良いコミュニティには自殺
の危険を軽減する因子があると伝
えました。

地域で支えあう“いのち ”
自殺予防フォーラムを開催

交流を通して地域課題を探ろうと、
大正大学地域創生学部１年生７人
が９月19日から10月31日まで富
岡・新野地区で地域実習を実施し
ました。10月６日は新野木材㈱
の新野哲朗社長に取材後、工場を
見学。学生たちは熱心に質問して
いました。また、２年生は９月
30日、10月１日に同大学で行わ
れた催しで同社の「しいたけ侍」
を使った商品などを提供し、好評
を博していました。

大正大学地域実習２年目
学生が地域を考える

個店の集客力・販売力を高め、魅力のある商店街づ
くりを促進しようと、富岡商店街協同組合が「繁盛
店づくり研修会」を行っています。10月６日の臨
店研修では４店舗が参加し、中小企業経営の支援を
行っているコンサルティング・パートナー “AUBE”
代表の志賀公治さんから商品の配置や陳列、接客な
どについて実践的なアドバイスを受けました。参加
した洋服・呉服販売店「松屋」の柴山郁子さんは、

「お客さまに足を運んでいただける素敵な店になる
よう工夫したいです」と話していました。

魅力のある商店街
繁盛店づくり研修会を実施
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

日時　12月２日㈯　13:30開会
場所　文化会館１階　視聴覚室
参加費　無料
内容　「東大地動観測所と今村明恒博士について」
　　　　講師　阿南市文化財保護審議会会長　
　　　　　　　湯浅良幸さん

　　　「若杉山遺跡について」
　　　　講師　同審議会委員　高島芳弘さん

　　　「植物相・昆虫相からみる温暖化について」
　　　　講師　同審議会副会長　古川良夫さん
　　　　　　　同審議会委員　浅川　實さん

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	「文化財講座」の開催について

日時　11月８日㈬　
　　　14:00開演（13:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】　2,000円　※当日券は500円増し
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳

島新聞各販売店（取次ぎ）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	昭和のうたコンサート～北海道歌旅座～

科
学
の
祭
典
記
念
講
演
会
（
無
料
）

　

科
学
の
祭
典
開
催
を
記
念
し
て
、
次
の
科
学

講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
本
に
来
た
虫
、
来
る
虫
、
消
え
た
虫

　

日
本
固
有
の
昆
虫
や
外
来
の
昆
虫
、
ま
た
絶

滅
し
た
昆
虫
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

阿
南
市
を
は
じ
め
、
県
内
の
学
校
や
企
業
、

大
学
な
ど
か
ら
、
科
学
体
験
や
工
作
が
で
き
る

ブ
ー
ス
が
多
数
出
展
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
科
学
を
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

※
実
施
内
容
等
、
く
わ
し
く
は
、
学
校
を
通
じ

て
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青
少
年
の
た
め
の

科
学
の
祭
典
徳
島
大
会
（
無
料
）

日時　12月17日㈰
　　　13:30開演（13:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　内田道子（箏、三弦）、内田隆章（三弦）、
　　　　山上朋代（17弦）、多田英治（箏、三弦）　
入場料　 【全席自由】　一般1,500円　大学生500円
　　　　※高校生以下は無料
　　　　※当日券は500円増し　
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳

島新聞各販売店（取次ぎ）
※尺八無料体験実施
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	邦楽への招待Vol.18　～尺八二管の個性～
　	貝出光山×高橋侶山リサイタル

日時　11月９日㈭　
　　　19:00開演（18:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】一般　2,000円　

大学生まで　1,000円
　　　　※当日券は500円増し
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、平

惣（阿南センター店・羽ノ浦国道
店・小松島バイパス店、徳島店）、
徳島新聞各販売店（取次ぎ）

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	The	Nest　魂の宿るところ
　	チェロ・ピアノ・浄瑠璃人形・現代アートによる
	　総合芸術公演
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簡
単
で
楽
し
い
子
ど
も
向
け
の
科
学
工
作
を

中
心
に
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
日
と
テ
ー
マ

11
月
３
日
㈷　
「
ふ
わ
ふ
わ
鳥
を
飛
ば
そ
う
」

11
月
23
日
㈷　
「
教
訓
コ
ッ
プ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
」

実
施
時
間　
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
〜
11
時
40
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

参
加
方
法　
当
日
、
実
施
時
間
内
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

11
月
の
休
館
日　

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、
27
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札
（
二
十
一
）

阿
波
貨
幣
史

　

閑
話
休
題
「
阿
波
藩
札
」
に
つ
い
て
の

記
述
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
た
。
う
ぬ

ぼ
れ
か
も
知
れ
な
い
が
、
藩
札
に
つ
い
て

私
が
書
か
な
い
と
書
く
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
。
随
分
前
、「
徳
島
新
聞
」
に
阿
波
藩

札
に
つ
い
て
寄
稿
が
あ
っ
た
。
鳴
門
の
方

ら
し
い
が
、
初
め
て
聞
く
名
前
だ
っ
た
。

　

筆
者
は
「
阿
波
貨
幣
史
」「
徳
島
県
史
」

等
を
執
筆
し
て
い
る
が
、
こ
の
寄
稿
の
内

容
は
「
阿
波
貨
幣
史
」「
県
史
」
の
引
き

写
し
だ
っ
た
。
し
か
し
、
出
典
の
「
阿
波

貨
幣
史
」
の
記
述
は
な
か
っ
た
。
出
典
記

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
130

日
時　
11
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

講
師　
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里　

セ
ン
タ
ー

長　

大
原
賢
二
さ
ん

※
講
演
会
に
参
加
し
た
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
に
も
れ
な
く
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。

○
恐
竜
は
な
ぜ
い
な
く
な
っ
た
の
か
？

　

恐
竜
が
絶
滅
し
た
理
由
は
巨
大
隕
石
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
異
を
唱
え
る
意
見

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
恐
竜
絶
滅
の
他
の
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時　
11
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　
日
本
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会

二
村
徳
宏
さ
ん

参
加
方
法　
い
ず
れ
の
講
演
会
も
開
始
時
間
ま

で
に
科
学
セ
ン
タ
ー
２
階
の
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

述
が
な
け
れ
ば
盗
作
の
疑
い
を
も
た
れ
る
。

　

た
び
た
び
拙
著
「
阿
波
貨
幣
史
」
が
出

て
く
る
が
、
ま
ず
こ
の
本
を
紹
介
し
て
お

こ
う
。

　

昭
和
三
十
一
年
九
月
二
十
五
日
発
行
。

発
行
所
は
徳
島
市
立
図
書
館
。
定
価
は
地

方
自
治
体
発
行
の
た
め
記
載
さ
れ
て
い
な

い
が
五
百
円
で
あ
る
。
Ａ
５
判
で
本
文
百

八
十
ペ
ー
ジ
。
発
行
部
数
は
五
百
部
。

　

わ
が
こ
と
を
書
く
の
は
気
が
引
け
る
が
、

資
料
な
の
で
「
阿
波
貨
幣
史
」
の
序
を
紹

介
し
よ
う
。
筆
者
は
羊
我
山
人
。
今
日
、

こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
が
、
県
郷
土
史
界
の
第
一
人
者
、
飯

田
義
資
氏
で
あ
る
。
先
生
の
没
後
久
し
い

が
先
生
を
超
え
る
郷
土
史
家
は
出
て
い
な

い
。
名
前
の
「
義
」
の
字
を
二
つ
に
分
け

山
人
を
付
け
た
も
の
だ
。
序
文
を
引
用
し

よ
う
。

序
　

最
近
半
世
紀
の
間
に
お
け
る
歴
史
研
究

の
様
相
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
政
治
史
に

始
ま
り
、
つ
い
で
文
化
史
に
進
み
、
さ
ら

に
経
済
史
に
及
ん
だ
と
言
い
得
る
と
思
う

の
で
あ
る
。
初
め
は
誰
の
目
に
も
つ
き
易

い
著
し
い
表
面
的
事
実
か
ら
、
次
第
に
内

面
的
事
実
に
至
り
、
つ
い
に
そ
れ
ら
の
基

礎
を
探
究
す
る
と
い
う
方
向
を
と
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
各
分
科
に
お
い
て
は
い

よ
い
よ
微
に
入
り
細
を
う
が
っ
て
進
展
し

て
行
く
の
が
現
代
の
大
勢
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
経
済
史
に
関
す
る
史
料
は
、

永
い
間
等と

う

閑か
ん

に
付
し
て
顧
み
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
間
に
滅
失
し
て
比
較
的
に

現
存
す
る
も
の
が
少
な
く
貨
幣
史
に
至
っ

て
は
最
も
研
究
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
古こ

泉せ
ん

（
銭
）
や
藩
札
の
蒐し

ゅ
う

集し
ゅ
う

家
は
、

県
下
に
も
相
当
数
居
る
が
そ
れ
は
単
な
る

好
事
家
で
あ
り
、
あ
る
い
は
骨こ

っ

董と
う

趣
味
に

止
ま
り
、
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
中
か
ら
こ

れ
を
学
問
的
に
解
明
し
体
系
的
に
追
究
し

よ
う
と
す
る
人
は
出
な
い
の
で
、
そ
れ
は

そ
の
目
標
を
異
に
す
る
た
め
の
当
然
の
帰

結
で
あ
ろ
う
。

　

阿
波
藩
の
貨
幣
史
に
つ
い
て
は
、
従
来

成
書
は
一
部
も
見
ず
、
論
文
の
有
無
を
知

ら
な
い
。
文
献
が
少
な
い
上
に
、
貴
重
な

実
物
資
料
は
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
研
究
の
本
当
の
意
味
で

は
発
掘
作
業
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
今
日
ま
で
こ
の
困
難
な
研
究
に
着
目

す
る
人
士
さ
え
も
絶
無
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
努
力
を
要
す
る
こ
と

が
多
い
割
合
に
、
結
果
は
地
味
で
あ
っ
て
、

価
値
は
多
い
が
花
々
し
く
は
な
い
た
め
だ

ろ
う
。 
（
続
く
）

　
参
考　

湯
浅
良
幸
著
「
阿
波
貨
幣
史
」
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阿
南
市
春
季
短
歌
大
会 

選

短
　
歌

佳
作　
　
　
　
　
　

 

青
木　

弘
子

白
魚
と
さ
緑
広
が
る
芹
の
香
の
吸
い
物
の
膳
は
春
を

満
た
し
て

佳
作　
　
　
　
　
　

 
倉
橋
寿
満
子

榧か
や

の
木
に
低
音
振
る
は
せ
山
鳩
鳴
く
遠
く
の
山
に
応

へ
る
デ
デ
ポ
ポ

佳
作　
　
　
　
　
　

 

佐
々
木
夫
美

一
つ
ひ
と
つ
今
す
べ
き
こ
と
こ
な
し
ゆ
く
八
十
路
半

ば
の
吾
の
青
春

佳
作　
　
　
　
　
　

 

吉
永
賀
代
子

紙
上
に
て
Ｐ
Ｍ
２
・
５
多
し
と
知
り
つ
つ
も
慣
れ
に

は
勝
て
ぬ
今
日
も
畑
打
つ

佳
作　
　
　
　
　
　

 

喜
来
富
士
子

シ
ャ
ン
プ
ー
の
移う

つ

り
香が

あ
ま
き
十
五
歳
白
き
タ
オ
ル

を
髪
に
巻
き
笑
む

佳
作　
　
　
　
　
　

 

木
内　

照
代

尾
を
立
て
て
い
る
一
匹
と
ラ
ン
ド
セ
ル
帰
っ
て
行
く

よ
影
を
並
べ
て

佳
作　
　
　
　
　
　

 

湯
浅
佐
智
子

届
き
た
る
電
気
毛
布
は
娘こ

の
温ぬ

く

み
冷
え
の
厳
し
き

夜
々
を
満
た
せ
り

佳
作　
　
　
　
　
　

 

井
上　

正
恵

生
け
込
み
の
日
は
近
づ
け
ど
花
型
の
決
ま
ら
ず
友
を

訪
ふ
春
の
雨

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

峰　
　

敏
勝

懐
し
き
井
戸
水
に
あ
る
西
瓜
か
な　

　

神
原　

鹿
山　
　

敬
老
日
園
児
の
そ
ろ
ふ
歌
踊

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　
　

慧　

月
の
出
を
待
て
ぬ
盃
土
佐
の
酒

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

極
童　

手
に
取
り
て
嚙
ん
で
も
み
た
り
今
年
米

谷
中　

紫
扇　

新
米
を
赤
子
抱
く
ご
と
持
ち
く
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

湯
村　

陽
子　

遠
客
に
新
米
寿
し
の
お
も
て
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
来
富
士
子　

夕
風
に
乗
り
て
た
ゆ
た
ふ
秋
の
蝶

島　
　

玲
子

楊
貴
妃
の
湯
浴
み
の
跡
や
石
榴
熟
る

宮
繁
た
だ
し

立
秋
や
朝
餉
に
一
つ
生
卵

宇
川　

延
子　

那
賀
川
の
水
面
に
揺
れ
る
月
の
波

阿
南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

二
階
千
代
美

と
き
め
い
た
心
鏡
に
見
抜
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

正
直
に
写
す
鏡
に
意
見
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

岡
山
の
み
や
げ
夢
二
の
匂
う
菓
子

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

鍬く
わ

の
柄え

を
杖
に
延
々
立
ち
話

市
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

適
役
と
い
わ
れ
魔
女
役
や
っ
て
ま
す

会
員
外
応
募

仁
井　

信
子

月
を
恋
う
か
ぐ
や
姫
で
す
わ
た
く
し
は阿

南
市
漢
詩
研
究
会
・
青
松
吟
社 

選

漢
　
詩

米
作
農
家
の
未
来
を
憂
う　

 

市
田　

嘉
則

早
禾
刈
穫
瞬
時
完　
　

早そ
う

禾か

の
刈が

い

穫か
く　

瞬
時
に
完お

わ

る
も

機
械
高
騰
米
價
安　
　

機
械
は
高
騰　

米
価
は
安
し

農
業
前
途
果
何
奈　
　

農
業
の
前
途　

果
し
て
奈い

か
ん何

衰
容
推
測
肺
肝
寒　
　

衰す
い

容よ
う　

推
測
す
れ
ば
肺は

い

肝か
ん　

寒
し

那
賀
川
を
詠
ず 

田
中　
　

公

石

波
間
小
舸
橫　
　

石せ
き

瀬ら
い

の
波は

間か
ん　

小し
ょ
う
か舸

横
た
わ
り

香
魚
潑

釣
綸
光　
　

香
魚
潑は

つ

溂ら
つ　

釣ち
ょ
う
り
ん綸

光
る

劍
山
雲
雨
豐
饒
水　
　

剣
山
の
雲う

ん

雨う　

豊
饒
の
水

日
夜
流
來
滋
我
　
　

日
夜
流
れ
来
た
っ
て　

我
が
郷き

ょ
う

を
滋う

る
お

す

義
妹
墓
前
の
作 

大
野
シ
ゲ
子

寂
寞
春
山
鎻
晩
煙　
　

寂せ
き

寞ば
く

た
る
春し

ゅ
ん
ざ
ん山　

晩ば
ん

煙え
ん

に
鎖と

ざ

さ
る

焚
香
泣
拜
墓
門
前　
　

香
を
焚
き
泣
い
て
拝
す　

墓ぼ

門も
ん

の
前

魂
兮
一
去
招
難
﨤　
　

魂こ
ん

や
一ひ

と

た
び
去
っ
て　

招
け
ど
も
返
り
難
し

風
片
雨
絲
花
落
天　
　

風ふ
う

片へ
ん　

雨う

絲し　

花
落
つ
る
の
天

晩
秋 

折
野　

博
子

西
風
瑟
瑟
早
寒
生　
　

西
風　

瑟し
つ

瑟し
つ　

早そ
う

寒か
ん

生
じ

老
蛬
啾
啾
露
底
鳴　
　

老ろ
う
き
ょ
う蛬　

啾し
ゅ
う

啾し
ゅ
う　

露ろ

底て
い

に
鳴
く

君
去
幾
悲
蕭
寂
夜　
　

君
去
り
幾
た
び
か
悲
し
む　

蕭し
ょ
う
せ
き寂

の
夜

一
輪
皎
月
照
窗
淸　
　

一
輪
の
皎こ

う

月げ
つ　

窓
を
照
ら
し
て
清
し

広報あ な ん 2017.11　18



移動図書館車「ひまわり号」11 月の巡回日程

阿南市立図書館だより
11月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00～18:00

土日は17:00まで
★ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 休 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎ボランティアピアノ演奏〔約10分間〕
　（第１～第３土曜日）　10:00～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　11日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は19日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１～第３木曜日）　10:30～11:00
　※今月は第4木曜日はお休みです

Let’s e
njoy

としょかんライフ

図書館に読みたい本がないときには…
●貸し出し中の本は予約できます。所蔵していない本は、他
の図書館から取り寄せたり、購入するなどして、できる限
りご提供します。
●予約・リクエストのお申し込みは、図書館カウンター、電
話、ファクスで受け付けています。図書館ホームページか
らインターネット予約も可能です。

平成29年度上半期　予約が多かった本　BEST５

１．蜜蜂と遠雷　　　　　　　　恩田　　陸　幻冬舎
２．劇場　　　　　　　　　　　又吉　直樹　新潮社
３．素敵な日本人　　　　　　　東野　圭吾　光文社
４．コーヒーが冷めないうちに　川口　俊和　サンマーク出版
５．月の満ち欠け　　　　　　　佐藤　正午　岩波書店
５．アキラとあきら　　　　　　池井戸　潤　徳間書店

ご利用ください！
予約・リクエストサービス

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

巡回日 巡　回　場　所 時　間
  2日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  8日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
  9日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

16日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30

17日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
24日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

30日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
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健康いきいき情報

阿波踊り体操教室
日時　11月16日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
講師　阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
持参物　飲み物、タオル
※教室開始前に血圧測定・体組成測定を実
施します。

問 保健センター（☎22－1590）へ

電話での健康相談・栄養相談
随時受け付けています。電話にてお問い合
わせください。
受付日時　平日8:30～17:00
問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養施設からの
お知らせ
「かもだ岬温泉」26（ふろ）の日イベント
日時　11月26日㈰
　　　 ▼11:00～
　　　 ▼14:00～
内容　①お楽しみ抽選会、②あななんと一

緒に記念撮影
※当日、抽選で来場者50人の方（各部）に
素敵な記念品をプレゼント。また特産品
販売会も開催します。（10:00～）
11月の休館日
６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪
問 かもだ岬温泉保養施設（☎21－3030）へ

栄養講座
「野菜たっぷり！ヘルシーバランス食」
日時　11月15日㈬　10:00～13:00
場所　ひまわり会館
対象　市内在住の40歳以上の方
定員　30人（申込順）
内容　講義と調理実習
参加費　無料
申込締切日　11月7日㈫
問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の婦人がん検診

検診内容　乳がん検診、骨粗しょう症検診
要予約　乳がん検診のみ

保健センターご予約ください。
※順次予約が入っていますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。
検診日程
11月  7日㈫　ひまわり会館
11月19日㈰　羽ノ浦公民館★
★印の会場のみ、子宮頸がん検診も併せて
行います。（午後のみ）
受付時間　9:00～10:00
　　　　 13:00～14:30

問 保健センター（☎22－1590）へ

集団の胃がん・肺がん検診等

検診内容　胃がん（バリウム検査）、肺がん、
前立腺がん、大腸がん（要予約）、
肝炎ウイルス検診、特定健診

要予約
受付は予約者が優先されます。検診日２週
間前までに総合健診センター (☎088－
678－3557）へご予約ください。
検診日程
11月18日㈯　羽ノ浦公民館　
11月28日㈫　ひまわり会館★
★印の会場のみ、歯周病検診を実施。
受付時間　8:00～11:00
問 保健センター（☎22－1590）へ

女性に優しい子宮頸がん・
乳がん検診情報
検診費用
子宮頸がん検診：対象の方すべて無料
乳がん検診：対象の方すべて無料

実施場所

▼集団の婦人がん検診：このページの集団
の婦人がん検診の記事をご参照ください。

▼医療機関検診：阿南市・阿南市外の指定
医療機関

※対象および実施医療機関等くわしくはお
問い合わせください。
※市外医療機関受診の際は、問診票が必要
となりますので、必ず保健センターへ問
診票を取りにお越しください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

ＮＰＯ法人徳島県ウオーキング
協会創立35周年記念事業

「ウオーキング基礎講座」 
日時　11月25日㈯　10:00～12:00
　　　※雨天決行
場所　文化会館　研修室１
内容　10:00～11:00

座学「ウオーキングの基本」
11:00～12:00
実技　会場周辺４㎞のウオーキング

参加費　500円
※小学生以下無料（保護者同伴に限る）
持参物　筆記用具、水分、タオル
※軽運動ができる服装でお越しください。
申込締切日　11月22日㈬

問 NPO法人徳島県ウオーキング協会
　 （☎・FAX088－656－3636）　へ
e-mail:tokushima@tokuwalking.main.jp

 献血にご協力ください（11月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

14日㈫ 阿南共栄病院 羽ノ浦町 15:30～16:30

17日㈮

道の駅公方の
郷 な か が わ 那賀川町 10:00～11:00

阿南生コンク
リート工業㈱ 宝田町 14:40～16:30

22日㈬ 阿 南 市 役 所 富岡町
10:00～12:00

13:00～16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

〜スポーツの秋です！ウオーキングを始めませんか〜
阿南健康完歩マップ・積立貯筋通帳を活用しましょう！

平成17年度から「生き生き市民の元気になるなるウオーキング」をキャッチフレーズに、
阿南健康完歩マップと積立貯筋通帳を配布して、体力づくりと健康維持を呼びかけています。

●阿南健康完歩マップ
市内に設定された16カ所のウオーキングコース（１コース10㎞）や、初心者でも安心して
歩けるよう、コース周辺にあるトイレや休憩所の位置などを紹介。

●積立貯筋通帳
各コースを完歩するごとにスタンプを１回押し、120スタンプためて満期になると健康増進
の認定証と記念品が贈られます。（※あなん健康増進ロードは２巡で１スタンプ）満期の総
距離は、四国88カ所を徒歩で巡った距離（約1,200㎞）と同じです。

●通帳、マップ、スタンプ設置場所　各公民館、住民センター、保健センター

問 保健センター（☎22－1590）へ
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対象者　阿南市に住民登録のある１または２に該当する方
１　65歳以上の方
２　60歳～65歳未満の方で心臓・腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日
常生活活動が極度に制限される程度の障がいがある方およびヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある
方

接種期間　11月１日㈬～平成30年１月15日㈪　※休診日は除く
接種費用　1,850 円（生活保護世帯の方は無料）
接種費用負担回数　１回
接種場所　阿南市内の委託医療機関
持参物　　住所および年齢の確認ができるもの（例　運転免許証または介護保険証など）

問 保健センター 予防衛生係（☎22−1590）へ

高齢者インフルエンザ予防接種

平成29年度　高齢者インフルエンザ予防接種委託医療機関一覧
※必ず事前に医療機関へ予約（電話）してください。

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
阿南共栄病院 44−3131 杜のホスピタル 22−0218
生野外科胃腸科 44−5511 井原医院 21−0021
高橋内科クリニック 44−6222 土肥医院 22−0503
富永医院 44−2123 林整形外科 23−6060
羽ノ浦整形外科内科病院 44−6111 井坂クリニック 27−0047
阿南川島クリニック 44−6556 健生阿南診療所 27−2848
宮本病院 44−4343 瀧内科外科医院 24−9133
むらかみ内科 44−1010 是松医院 27−0316
益崎胃腸科 42−0022 殿谷整形外科医院 27−3334
村上内科外科医院 42−3110 廣瀬医院 22−1031
岸医院 23−0272 阿南天満クリニック 22−2299
幸田耳鼻咽喉科医院 24−3387 松﨑内科医院 23−5778
島内科眼科医院 22−1147 板東医院 26−0211
原田病院 22−0990 松尾医院 26−1559
三谷医院 23−0222 加茂谷診療所 25−0200
森本内科胃腸科 23−1002 天羽クリニック 26−0112
岩城クリニック 23−5600 原田医院 26−0101
古川小児科内科医院 23−3306 じぞうばし内科外科福井診療所 34−3133
木下産婦人科内科医院 23−3600 きくち医院 36−3512
かじかわ整形外科 24−5750 富士医院 36−2024
王子製紙㈱富岡診療所 23−5339 馬原医院 36−3339
和田胃腸科内科医院 23−1241 椿診療所 33−1067
阿南中央病院 22−1313 中野診療所 33−0035
玉眞病院　 23−0551 伊島診療所 33−0304
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子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　10日㈮、14日㈫、21日㈫、24日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすくin阿南

  6日㈪　美帆子さんと英語であそぼう
  7日㈫　ミュージックケアー(乳児)※
10日㈮　高齢者とのふれあい会※
13日㈪　発育計測・ミュージックケアー

（幼児）※
14日㈫　お誕生会
15日㈬～21日㈫　フリーマーケット
17日㈮　動物ふれあい教室
20日㈪　発育計測
24日㈮　おはなしコロリン
28日㈫　たべておいしい食育授業
※行事によっては有料・申込み制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　平日9:00～16:00
（※＝要予約）

日時　11月18日㈯　13:30～15:00
場所　富岡公民館２階　ホール
演題　「虐待を受けた子ども達のその後」
講師　医療法人日向会　たけひさ医院
　　　院長　武久美奈子さん
※入場無料
問 こども相談室（☎22－1677）へ

阿南市要保護児童対策地域
協議会の全体研修会

●病児・病後児預かり研修会
日時　11月  8日㈬　  9:50～15:10
　　　11月10日㈮　10:00～14:30
場所　ひまわり会館　21世紀室
阿南共栄病院の上田先生や助産師の小島先
生を講師として病児・病後児預かりに関す
る研修会を行います。
申込締切日　11月６日㈪

●リユース品　大募集
12月９日㈯に子育て応援リユース会を行
います。お子さまの着られなくなった服や
使わないおもちゃなどまだまだ使える状態
なのに、もったない！誰か小さなお友達に
お譲りくださいませんか。阿南ファミサポ
へお持ち込みください。

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・
サポート・センター

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
児童虐待を防ぐためには、家庭や学校・地
域が、児童虐待に対して関心を持ち理解を
深めることが重要です。出産や子育てに関
する悩みや疑問がある方は、児童相談所・
こども相談室へご相談ください。
虐待かもと思ったらすぐにお電話ください
あなたの１本のお電話で救われる子どもが
います。連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られま
す。
児童相談所全国共通ダイヤル１

いちはやく
８９

問 こども相談室（☎22－1677）へ

さしのべて あなたのその手 いちはやく

11月は児童虐待防止
推進月間です

11月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  2日㈭　しおり作り　※要申込み
  8日㈬　園庭開放
  9日㈭　リトミックで体を動かそう
14日㈫　保健師による子育て講座
16日㈭　おはなしのポケット
30日㈭　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30～12:00
  14:00～15:30

  2日㈭　管理栄養士による食育講演会
「偏食について～好きを増やそう～」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん

  7日㈫　防災公園へお散歩
  9日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
14日㈫　お散歩バッグを作ってみよう
16日㈭　助産師による食育講演会

「離乳食・乳幼児の食育」
講師：山下マスミさん

（講演会終了後、子育て講座もあります）
21日㈫　うたっておどって遊ぼう
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　  平日  9:00～14:00

  7日㈫　3B体操
14日㈫　おはなしのポケット
20日㈪　管理栄養士による食育講演会

「早寝・早起き・朝ごはん！」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　野間智子さん

21日㈫　ミュージックケア
※要予約（参加費400円）

28日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター  平日  9:00～14:00

  2日㈭　散歩に行こう
10日㈮　消防署見学　※要申込み
　　    　（10:00～11:00予定）
17日㈮　管理栄養士による食育講演会

「離乳食のポイント！」
講師：とくしま食育推進研究会
　　　佐藤香代子さん

24日㈮　おはなしを聞こう
28日㈫　お誕生会
30日㈭　中西裕子さんとおしゃべりタイム

（10:00～11:30）
◇うたって遊ぼう
　７日㈫、14日㈫、21日㈫

みんなのひろば ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

渡辺和子さんのベストセラーに「置かれ
た場所で咲きなさい」という本がありま
す。
この本に、次のような文章があります。

もしあなたが　だれかに期待した
ほほえみが得られなかったら
不愉快になる代わりに
あなたの方から　ほほえみかけて　
ごらんなさい
ほほえみを忘れた人ほど
それを必要とする人は　いないのだから

笑顔でいると、不思議と何事もうまくい
く。ほほえまれた相手も、自分も心豊か
になれるから。

ときどき、びっくりするほどの笑顔を振
りまいてくれる子どもと出会うことがあ
ります。表情がすばらしいのです。その
子どもの先には笑顔で育てている大人が
必ずいます。豊かな表情で子育てに取り
組みたいものです。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
−ほほえみ−

て ひ ろば育子
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保育所（園）、認定こども園では保護者が労働等の
理由のため、保育所（園）、認定こども園での保育
を必要とする児童の保育を行います。
募　　集　市内の各保育所（園）、認定こども園
対　　象　市内に居住し、保護者の仕事や家庭の事

情で、保育所（園）、認定こども園での
保育を必要とする乳幼児

申込方法　｢保育所等入所申込書兼保育認定申請書」
によりお申し込みください。
市内の各保育所（園）、認定こども園で
受け付けています。
申込書については、12 月 1日㈮から各
保育所（園）、認定こども園またはこど
も課に備え付けています。
※新規、継続を問わず申込みが必要です。

問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ

幼稚園とは、幼児を保育し適当な環境を与えて、
その心身の発達を助長することを目的とする学校
教育法に基づく学校です。

募　集　横見、加茂谷、大野、富岡、宝田、新野、
新野東、見能林幼稚園

対　象　◎５歳児（１年保育）
平成24年４月２日～平成25年４月１日
に生まれた幼児
◎４歳児（２年保育）
平成25年４月２日～平成26年４月１日
に生まれた幼児
◎３歳児（３年保育）
平成26年４月２日～平成27年４月１日
に生まれた幼児
※３歳児は富岡、加茂谷幼稚園のみ。

申込方法　｢入園願書（受入幼稚園に備え付け）」
により、お申し込みください。市内の各
幼稚園で受け付けています。

問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ

●預かり保育の申請
下記の幼稚園で、降園後の預かり保育（14:00～17:30）
を行っています。希望される方は、入園願書受付期間
中に各園までお申し出ください。

【実施幼稚園】
横見、加茂谷、大野、新野、新野東、見能林

問い合わせは　学校教育課（☎22−3390）へ

保育所（園）・認定こども園

幼稚園

●病児・病後児保育の新規登録申請
病気入院の必要がなく、急性期を越えた安定期から回復
期の生後６カ月～小学３年生の児童で、保護者が勤務や
社会的にやむを得ない事由などにより集団保育や家庭で
の育児が困難な児童のための子育て支援サービスを行っ
ています。随時受け付けしていますので希望される方は
お申し出ください。
申請受付　各保育所、認定こども園、こども課、保健セ
ンター、各支所・住民センター、岩城クリニック
※現在登録済みで、平成30年度継続利用ご希望の方は
新しく登録申請の必要はありません。
問い合わせは　こども課（☎22−1593）へ
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育
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園
）・

認
定
こ
ど
も
園
・

幼
稚
園
へ
の

入
所
・
入
園
の
ご
案
内区分 保　育　所　名 受入年齢

公
　
立
　
保
　
育
　
所

富 　 　 　 　 　 岡 １～５歳児
寿 ０～２歳児

宝 　 　 　 　 　 田 １～５歳児
本 　 　 　 　 　 庄 ０～２歳児
長 　 　 　 　 　 生 ３～５歳児
大 　 　 　 　 　 野 ０～３歳児
明 　 　 　 　 　 星 ０～５歳児
中　　 野　　 島 ０～５歳児
横 　 　 　 　 　 見 ０～３歳児
見　　 能　　 方 １～３歳児
津　　 乃　　 峰 １～５歳児
桑 　 　 　 　 　 野 １～５歳児
山 　 　 　 　 　 口 ２～５歳児
新 　 　 　 　 　 野 ０～３歳児
福 　 　 　 　 　 井 ０～５歳児

椿 ２～５歳児
伊 　 　 　 　 　 島 ３～５歳児
羽 ノ 浦 く る み １～５歳児
羽 ノ 浦 さ く ら １～５歳児

公
立
認
定

こ
ど
も
園

橘こどもセンター ０～５歳児
平島こどもセンター ０～５歳児
今津こどもセンター ０～５歳児
岩脇こどもセンター ０～５歳児

私
立
保
育
園

阿 　 　 　 　 　 南 ０～５歳児
お 　 　 　 　 　 山 ０～５歳児
阿 南 ひ ま わ り ０～５歳児
あ　 け　 ぼ　 の ０～５歳児
あ　　 ざ　　 み ０～３歳児
那 賀 川 ひ ま わ り ０～５歳児

私立認定こども園はのうら幼稚園
（H30.4.1 開園予定）
※申込方法については直接、はのうら幼稚園
（☎44−5563）へお問い合わせください。

０～５歳児

保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
　
一
覧
表
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

介護就職デイを開催します
11月11日の「介護の日」にちなみ、ハロ
ーワーク阿南で介護就職デイを開催します。
あなたの力を生かしてみませんか。
日時　11月10日㈮　13:30～15:30
場所　ハローワーク阿南
内容　阿南市内の介護施設の就職面接会
※参加を希望される方は、事前にハローワ
ークにお申し込みください。
問 ハローワーク阿南（☎22－2016）へ

徳島マンドリンクラブ
「ルスティコ」
第13 回定期演奏会
徳島を拠点に演奏活動を行っている社会人
マンドリンオーケストラです。マンドリン
とギターの合奏の音色をお楽しみください。
日時　11月３日㈷　15:00～（14:30開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
曲目　カヴァレリア・ルスティカーナより
　　　間奏曲Paradiso ほか
※入場無料
問 徳島マンドリンクラブ「ルスティコ」
　 柴田（☎090－9556－6444）へ

阿南市内店舗情報紹介雑誌
お得店舗　街ガイド

「ぶらり♪あなん」の発行
阿南市内の中小企業者や小規模事業者の店
舗の集客力向上と商業活性化および市民生
活の向上や利便性のために、店舗の情報を
紹介した雑誌を発行しました。
雑誌には店舗紹介のほかに市内観光スポッ
トや施設・公園の紹介も盛り込まれていま
す。また、店舗によってはクーポン券を付
けたり、スタンプラリーも実施します。ス
タンプラリーは掲載店舗109店舗のうち
10店舗をご利用いただき、スタンプを集
めたら先着100人の方に、参加店でご利用
いただける2,000円分の「商品券」がゲッ
トできます。いつでも安心してご利用でき
る地域の店舗を知っていただく機会として、
「ぶらり♪あなん」をご利用ください。
配布場所　参加店109店舗、阿南商工会議

所、市役所、羽ノ浦支所、那賀
川支所、羽ノ浦町商工会、那賀
川町商工会、JR阿南駅、道の
駅公方の郷なかがわ、フジグラ
ン阿南、平惣羽ノ浦国道店、あ
なんステーションホテル、ホテ
ル石松、あなんテレワーク推進
センター

問 阿南商工会議所（☎22－2301）へ

人権啓発から生まれる
地域防災
日時　11月23日㈷　9:00～12:00
　　　※雨天決行（屋内で行います）
場所　中野島総合センター１階
　　　柳島教育集会所
目的　防災活動などを通し、地域住民の交

流を深める。
内容　開会式、防災訓練（起震車・消防活

動）、ウオーキング大会（中野島総
合センター～堤防Ｕターン～中野島
総合センター）

問 柳島教育集会所（☎23－6280）へ

四国の右下
ロードライド 2017
県南を舞台にサイクリングイベント「四国
の右下ロードライド2017」が開催されま
す。大会当日は、大会参加車両が多数走行
します。交通安全には十分注意して運営し
ますが、コースとなっている道路を通行さ
れる場合は、参加車両に十分ご注意くださ
い。皆さまの温かいご声援をよろしくお願
いします。
日時　11月12日㈰　7:30～17:30 
開催地　阿南市、那賀町、牟岐町、美波町、

海陽町
コース　まぜのおかオートキャンプ場（海

陽町スタート）→国道55号→県
道24号線新野町→桑野交差点
（10:20～13:10）→国道195号
を那賀町方面へ

問 「四国の右下」ロードライドイベント実行
委員会事務局（☎0884－74－7356）へ

無期転換権への対応はお済みですか

有期労働契約が反復更新されて通算5年を超えた労働者の申込みにより、期間の定めのない
無期労働契約に転換できる、無期転換ルールについて、施行後5年となる平成30年度から無
期転換の申込みが本格化することが見込まれます。なお、定年後継続雇用者等には特例があ
ります。
厚生労働省では、円滑な無期転換のために支援を行っています。
問 徳島労働局雇用環境・均等室（☎088－652－2718）へ

相続登記が
さまざまなトラブルを防止します
相続登記をしないと発生するさまざまな問題

相続に関する登記についてのご相談は
下記までご相談ください。
問 徳島県司法書士会（☎088－622－1865）

または徳島県土地家屋調査士会
（☎088－626－3585）へ

第 5 回ふれあいフェスティバル
日時　11月３日㈷　11:00～14:00
　　　※雨天順延（４日㈯）
場所　本庄教育集会所、グラウンド
内容　思いやり・支えあい・共に生きる仲

間づくりをめざしてさまざまな楽し
いステージプログラムほか

模擬店　一銭焼き、フランクフルト、フラ
イドポテト、みそ田楽、焼きそば、
飲み物すべて100円

無料　綿菓子、ホットコーヒー

手話通訳あり
問 本庄教育集会所
　 （☎23－2219）へ

おもち投げ
あります。

地域の活性化
相続登記をしないと…

・再開発が進まない
・空き家の管理・利活用ができない
・不動産取引が遅くなる

未来につなぐ
相続登記をしないと…

・２次３次の相続が発生し、手続き
がますます難しくなる

・「争続」問題になってしまう

安全・安心なくらし
相続登記をしないと…

・公共事業が進まない
・防災・減災の取組ができない
・災害復旧に大きな労力・時間がかかる

産業の推進
相続登記をしないと…

・農地の集約化ができない
・農地・山林が放置されてしまう
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もみじ川温泉
もみじまつり花火大会
＆メッセージ花火
参加者募集 
日時　11月11日㈯　
①11:30～17:30　イベント　
②18:00～　
3,000発の花火が夜空を舞う花火大会（メ
ッセージ花火を含む）
※雨天決行（荒天時中止）
場所　もみじ川温泉（那賀町大久保）
愛を叫ぶ　メッセージ花火参加者募集
恋人や奥さま、旦那さまへ感謝の言葉を送
りたい方や、気になる人に愛を叫んでもら
い、その後ハートの花火を打ち上げる花火
祭りです。
応募方法　氏名、住所、電話番号を電話ま
たはメールでお知らせください。
※参加無料。参加組数に達し次第締切。
問 もみじ川温泉（☎0884－62－1171）へ
　 e-mail:info@momijigawa-spa.com

ポリテクセンター徳島
公共職業訓練　
受講生募集
再就職をめざす求職者の方を対象に職業訓
練を実施しています。入所を希望される方
はご相談ください。
募集訓練科
▶電気設備技術科（６カ月）
▶住宅リフォーム技術科（６カ月）
訓練期間　
平成30年１月５日㈮～６月29日㈮
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　11月１日㈬～12月４日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ
　 ※平日9:00～17:00

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。１月号の締め切りは11月30日㈭です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

親子カローリング大会＆
レクリエーション参加者募集
子どもから大人まで年齢問わず楽しめるの
がカローリングです。穴吹町のカローリング
チーム「スマイル」の指導を受けながら交流
を深めます。
日時　11月26日㈰　10:00～15:00
場所　穴吹スポーツセンター（美馬市）
内容　レクリエーション（割りばし鉄砲づく

り・親子で楽しく運動）、親子カロー
リング大会、ビンゴゲーム

対象　ひとり親家庭の親と子（子ども３歳
以上中学生以下）

定員　20組（応募者多数の場合は抽選）
参加費　子ども300円、大人500円
※弁当代込み。送迎バス無料。
持参物　上履き
※暖かい服装でお越しください。
申込締切日　11月9日㈭
問 （公財）徳島県母子寡婦福祉連合会
　 （☎088－654－7418）へ

法定相続情報証明制度
５月29日㈪から、全国の登記所（法務局）
において、各種相続手続に利用することが
できる「法定相続情報証明制度」がスター
トしました！この制度を利用することで、
各種相続手続で戸籍謄本の束を何度も出し
直す必要がなくなります。
法定相続情報証明制度のくわしい手続は、
法務局ホームページをご覧ください。
問 徳島地方法務局（本局☎088－622－4683、
阿南支局☎22－0410）へ

モラロジー生涯学習セミナー
日時　11月16日㈭～17日㈮
　　　18:40～21:00　※当日申込み可
場所　情報文化センター
内容　豊かな心で価値ある人生を送れるヒ

ントの講演会
参加費　1,500円　　
テキスト　「心新たに生きる」270円　
※会場でお買い求めできます。
問 羽ノ浦モラロジー事務所　
　 代表世話人　七條泰法　
 　（☎44－2435）へ

税務署からのお知らせ
●平成29年分　年末調整説明会
日時　11月27日㈪　
　　　10:00～12:00、13:30～15:30
場所　文化会館研修棟１階　視聴覚室
対象地域　阿南市
持参物　事前にお送りした「年末調整関係

用紙」

●「税を考える週間」
期間　11月11日㈯～17日㈮
テーマ　「くらしを支える税」
週間中の活動　
▶国税庁ホームページによる広報
▶SNSを利用した広報
▶講演会の実施や関係民間団体等との連携
▶社会保障・税番号制度、ICT を利用した
申告・納税手続などへの国税庁の取組を
紹介

●阿南税務署管内の小学生、中学生および
高校生の税に関する優秀作品の展示
内容　税に関する作文およびポスター
期間　11月11日㈯～17日㈮
場所　キョーエイアピカ店、羽ノ浦図書館

問 阿南税務署（☎22－0414）へ

阿南こども
将棋教室
初心者歓迎します。駒の動かし方・ルール
が分からなくても講師が分かりやすく指導
します。論理的な思考や礼儀作法が身に付
きます。どうぶつ将棋もできます。
日程　土曜日　10:00～12:00
場所　ひまわり会館
対象　４歳から小学生、中学生、高校生ま

で（子どもと一緒に習ってみたい大
人の方もお気軽にお問い合わせくだ
さい）

※日程、申込方法等くわしくは、お問い合
わせください。
問 日本将棋連盟普及指導員　西岡
　 （☎090－6888－5686）へ

合気道教室の
ご案内
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心を
養ってみませんか。子どもたちの強く、優
しく、たくましい心と身体の育成を願って
教室を開いています。
武道館の耐震化工事のため、平成29年11
月から３月の間は教室をお休みします。平
成30年４月６日㈮から再開予定です。
対象　5～15歳
稽古日時　毎週金曜日　19:00～20:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途入会金2,000円が必要です。
問 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

バレエスタジオ・
トゥインクル
●第11回発表会
日時　11月19日㈰　15:00～（14:30開場）
場所　夢ホール（文化会館）
演目　コッペリア他小品集
※入場無料
問 バレエスタジオ・トゥインクル
　 岡崎恵子（☎090－1320－7788）へ

NAKAGAWA-FAM!
祭り Vol.7
那賀川町ゆかりの飲食店による飲食ブース、
総勢26組の県内外で活躍中のハンドメイ
ド作家&雑貨店による作品販売&ワークシ
ョップブース。キッズ向けイベントフェロ
ーシップ77による「ダンボールパーク作
り」県内活躍中のアーティストによるライ
ブ&子どもたちとのセッションコーナー
など盛りだくさん！那賀川町で楽しんじゃ
おう！
日時　11月11日㈯　10:00～16:00
場所　那賀川社会福祉会館
※入場無料、駐車場有り。
問 NAKAGAWA-FAM！春野
　 （☎090－4339－6702）へ
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第３回
かも〜ん加茂谷
かもかもフェスタ 

今年で3回目を迎える、加茂谷の音楽フェ
スティバルです。ファイヤーダンスやベリ
ーダンスに加え、今年は人形浄瑠璃や阿南
二中によるジャズバンドも参加。出店も豊
富でお腹を満たしながら、ゆったりと楽し
めるお祭りです。ぜひ、ご参加ください。
日時　11月５日㈰　12:00～18:30　
　　　※雨天決行
場所　大井小学校（大井町東平）
問 かもかもフェスタ実行委員会　
　 渡辺（☎090－1236－7742）へ

「あなんパーソナル・
サポート・センター」 
いろいろな生活上の困りごとの相談・支援

生活や仕事などで不安を抱えている方の支
援や就職のサポートを行います。まずは支
援員にご相談ください。
秘密は厳守します。
場所　富岡町玉塚21番地　里見ビル１階
相談時間　8:30～17:15
※土・日・祝日、12月29日～１月３日を
除く

問 あなんパーソナルサポートセンター
　 （☎0120－928－764）へ

阿南工業高校
平成29年度 「阿工祭（文化祭）」 
一般公開
日時　11月11日㈯　10:00 ～14:00
内容　各科展示、バザー、

模擬株式会社「鉄男」
製作フラワースタンド等の販売など

問 阿南工業高校　安本 （☎22－1408）へ

赤ちゃんもママも
HAPPY に
ベビーマッサージ教室
保育士によるべビマ♪免疫力を高めて丈夫
な体作りをめざしましょう！
日時　11月８日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
内容　免疫力UPすくすくべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの親子
参加費　1,500円
持参物　バスタオル１枚、赤ちゃんの飲み

物（母乳可）
※要予約
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
　 PLUS BABY　玉置
　 （☎090－2895－0224）へ

第22回阿南支援学校祭
日時　12月２日㈯　9:30～14:30
場所　阿南支援学校
内容　▶表現の部（午前）　児童、生徒が

日ごろの学習の成果を発表
▶催しの部（全日）　花の苗や野菜
の販売、陶芸・木工製品の展示販
売、PTA による食品バザー（カ
レー、おにぎり、パン、ばら寿司
など）

※リサイクル品バザー、手工芸品は13:00
から販売します
問 阿南支援学校（☎22－2010）へ

第２回身体障がい者
ときめき恋パーティー
日時　11月19日㈰
▶ふれあいコース（年齢制限なし）
　13:00～15:30
▶としごろコース（20～40歳）
　16:30～19:00
場所　とくぎんトモニプラザ
　　　（徳島県青少年センター）
参加条件　20歳以上の独身者で、 身体障
がい者手帳を有する者、 身体障がい者に理
解のある健常者
参加費　男性1,000円、女性500円
問 身体障がい者ときめき恋パーティー実行
委員会 （☎090－2825－2692）へ

ママと一緒に
楽しい時間♪
●子育てママの交流サロン
子育て中のママと赤ちゃん同士が仲良くな
れ、ホッとできるところです。楽しく話を
して情報交換をしましょう♪当日お越しく
ださった方には親子写真を撮影し、プレゼ
ントさせていただきます♪
日時　11月13日㈪　10:00～11:00
場所　中野島公民館
対象　０～２歳のお子さまとママ
参加費　無料
※要予約
●年賀状用かわいい写真撮影会
17日限定！本格的な撮影セットで出張写
真撮影会♪ 親子、お子さまのかわいい写
真を撮影させていただきます♪ その場で
写真を厳選して、データをお渡しするので、
年賀状用のお写真としても最適です。
日時　11月17日㈮　10:00～12:00
場所　中野島公民館
対象　０～４歳のお子さまとママ
料金　1,000円（２カットデータ）
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly 金光
　 （☎24－8710）へ

徳島ヴォルティス　
親子サッカー教室
徳島ヴォルティスサッカースクールコーチと
の親子ふれあいサッカー教室を開催します。
日時　11月12日㈰　10:00～12:00
場所　Jパワー&よんでんWaンダーランド
　　　Waンダーグラウンド
※雨天時はWaンダーホールで開催
対象　６歳以下のお子さま（幼稚園児、保

育園児）とその保護者
定員　50組100人（先着順）
持参物　飲み物、雨天時は体育館シューズ
※運動しやすい服装でお越しください。
問 J パワー&よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251）へ

阿南中学校箏曲部
第31回定期演奏会
さわやかな箏の音色をお楽しみください。
日時　11月26日㈰　13:30開演
場所　夢ホール（文化会館）
曲目　グリーン・ウインド、すずめ、
　　　わらべ唄ほか
入場料　無料
問 阿南中学校（☎22－0539）へ

自衛官候補生
（任期制自衛官のコース）

陸上自衛隊高等工科学校生徒
（高校と自衛隊の勉強をしながら、将来
は自衛官として社会に貢献するコース）

応募資格 18歳以上27歳未満の男子 平成30年４月１日現在、
15歳以上17歳未満の男子

受付期間 12月14日㈭まで
（志願書類の提出）

11月１日㈬から
平成30年１月９日㈫まで

試 験 日 12月17日㈰ 平成30年１月20日㈯

試験会場 徳島航空基地（徳島県板野郡松茂町）

問 自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

自衛官採用試験案内
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
3日 松 﨑 内 科 医 院 中大野町 ☎23−5778
5日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
12日 益 崎 胃 腸科内科医院 那賀川町 ☎42−0022
19日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313
23日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343
26日 阿 南 中 央 病 院 内 宝 田 町 ☎22−1313

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ
い。当日変更する場合があります。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

11月の夜間・休日診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設11月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） ６・13・20・27日
那賀川スポーツセンター １・８・15・22・29日
羽ノ浦総合国民体育館 ６・13・20・27日
羽ノ浦健康スポーツランド ６・13・20・27日
県南部健康運動公園 ７・14・21・28日

11月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●市税の納付および分納等の納税相談

　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬、15日㈬　17:15～18:15

山の木々も色づき始め、すっかり秋めいてきました。文化の秋、スポーツの秋、食欲の秋、……。今年は選挙の秋でもあります。選挙
を通じた議会制民主主義により、町の繁栄が保たれています。よりよい町づくりに参加するために、必ず投票に行きましょう。（谷内）
本市と大正大学が協定を結んで２年。本年度も学生による地域実習が、富岡・新野地区で行われました。約40日間、地域の方々との
交流やイベント参加など各地を奔走する毎日。地域の課題や魅力を発見しようと奮闘する学生の姿を見て、私自身も良い刺激を受けま
した。（藤井）

編集室の

窓

11月の市税
■固 定 資 産 税（第４期）
■国民健康保険税（第６期）
　納期限は、11月30日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  26日㈰  8:30～17:00（市役所納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
東玄関からお越しください。

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

11月の相談

弁護士による法律相談（要予約） ２日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談員による行政相談 14日㈫、28日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 24日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116
※混雑時は、お待ちいただくことがあります。

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ８日㈬
時 13:30～16:00　所 桑野公民館、富岡公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 21日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談 （要予約）
日 ７・14・21・28日　時 13:00～17:00
日 10・24日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22−0361

年金相談（要予約） ２日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※12月の相談日はありません。

人口と世帯数

人口　	74,408	 人	（−15）
（男）	35,966	 人	（±	 0）
（女）	38,442	 人	（−15）
世帯数　30,808 世帯（＋28）

※平成29年９月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第２期
11月30日㈭

27　広報あ な ん 2017.11



　

子
ど
も
た
ち
に
、
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い

を
通
し
て
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
お

う
と
、
毎
年
８
月
下
旬
の
日
曜
日
に
「
は
の
う

ら
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
羽
ノ
浦
総
合

国
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
多
彩
な
催

し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
毎
回
１
０
０
０
人
を

超
す
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

　

会
場
に
は
、
各
種
団
体
に
よ
る
親
子
木
工
教

室
や
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

多
数
設
け
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
思
い

思
い
に
遊
び
や
も
の
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
徳
島
イ
ン

デ
ィ
ゴ
ウ
ズ
の
マ
ー
チ
ン
グ
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
の
の
ろ
し
を
上
げ
、
和
太
鼓
の
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
新
体
操
の
演
技
、
羽
ノ
浦
音
頭

な
ど
が
披
露
さ
れ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上

げ
る
。
そ
し
て
、
地
元
の
奴
連
の
阿
波
踊
り
で

会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
達
す
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
昭
和
55
年
か
ら
途
切

れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
今
年
で
38
回
目
を
数

え
た
。
各
種
団
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
で

運
営
し
、
羽
ノ
浦
公
民
館
が
事
務
局
と
な
る
。

初
開
催
か
ら
携
わ
る
同
公
民
館
長
の
池
田
重
政

さ
ん
は
、「
国
連
が
昭
和
54
年
を
『
国
際
児
童

■
発
行
／
平
成
29年

（
2017年

）
11月

1日
　【
712号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

anan.i-tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

広
報

阿南ぶらりまち紀行
ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第136回

年
』
と
定
め
ま
し
た
。
日
本
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小
さ
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で
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ま
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当
時
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通
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充
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と
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り
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子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
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催
な
ど
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た
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な
子
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と
ま
り
を
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み
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
理
由
の
一
つ
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と
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た
。

徳島インディゴウズ

リコ・レフア・マモのフラダンス

はのうら新体操クラブ

奴連による阿波踊り

楽しい体験コーナーがいっぱい

地域の人と触れ合う

はのうら子どもフェスティバル（羽ノ浦町）
どんど鼓＆羽ノ浦伝統文化子ども和太鼓教室
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